
令和３年６月30日から７月５日にかけての梅雨前線による大雨について
（京都府の気象速報）

令和3年7月5日11時現在 気象速報 京都地方気象台

この資料は速報として取り急ぎまとめたものです。そのため、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。

概要

京都

6月30日から7月5日にかけて、西日本から東日本の南岸に停滞していた梅雨前線がゆっくりと北上しました。この梅雨前線に向かっ
て暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が不安定となりました。特に、7月2日から7月3日にかけては梅雨前線の活動が活発と
なったため、京都府南部では局地的に大雨となりました。6月30日11時（降り始め）から7月5日11時までの降水量は多いところで、京都
市中京区で180.0ミリ、長岡京で96.5ミリ、京田辺で80.0ミリを観測しました。
7月3日には京都市中京区で1時間降水量、3時間降水量、6時間降水量の日最大値が7月としての極値を更新しました。
7月3日、京都府と京都地方気象台は土砂災害警戒情報を京都市北区、京都市左京区、京都市右京区、京都市西京区に発表しまし
た。京都市では家屋の一部損壊や床上浸水、国道や府道の崩土などが発生しました（被害情報は京都市調べ）。

降水分布図（ ６月30日11時～７月５日11時）

７月３日03時天気図
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*）は準正常値を表す

７月３日 01時00分 ７月３日 01時30分 ７月３日 02時00分

※横軸は時刻を示す。
※降水量棒グラフは1時間降水量（左軸）、折れ線グラフは
積算降水量（右軸）を示す。 （単位 mm）


